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全
身
を
除
い
て
原
寸

刀
　
無
銘
　
伝
雲う
ん
し
�
う生

（
嘉
元
―
備
前
）

	
	

鎌
倉
中
後
期
　
約
七
〇
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
二
寸
二
分
半
（
67
・
４
㎝
）
反
り
三
分

五
厘
　
元
巾
九
分
八
厘
　
先
巾
五
分
六
厘
　
重
ね
二
分
一
厘

　

大
磨
上
げ
無
銘
、
や
や
細
身
で
反
り
浅
く
、
鎬
高
め
に
わ

ず
か
に
棟
を
卸
し
、
小
切
先
の
品
よ
い
姿
。
地
鉄
、
小
板
目

主
調
に
差
し
表
は
杢
目
を
よ
く
交
え
、
地
沸
厚
く
つ
き
、
凛

と
し
た
鍛
え
で
先
の
方
は
淡
く
映
り
か
か
る
。
刃
文
、
焼
き

の
細
い
直
ぐ
調
に
小
沸
が
締
ま
り
、
ま
た
元
の
方
は
小
沸
深

く
な
り
、
小
足
よ
く
入
り
、
明
る
く
輝
く
。
帽
子
、
直
ぐ
に

先
き
小
丸
。

　

鎌
倉
中
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
、
備
前
国
鵜
飼
庄

に
、
同
国
長
船
派
と
は
作
風
を
異
に
す
る
刀
工
群
が
現
れ
、

こ
の
一
派
を
雲う
ん
る
い類
と
呼
ん
で
い
る
。
時
代
的
に
は
、
雲
生
が

鎌
倉
中
後
期
、
雲
次
が
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
初
期
、
雲
重

が
南
北
朝
中
期
と
な
る
。
備
前
の
刀
工
で
は
あ
る
が
京
風
が

多
分
に
加
味
さ
れ
、
直
刃
主
調
で
あ
る
。
本
作
は
細
身
で
刃

の
焼
巾
も
細
い
が
、
同
派
で
一
番
古
い
雲
生
に
極
め
ら
れ
た
。

地
鉄
の
鍛
え
は
そ
の
極
め
に
ふ
さ
わ
し
く
き
れ
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
一
五
〇
万
円
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太
刀
　
備
州
長
船
秀ひ
で
み
つ光

　
　
　
応
永
二
年
二
月
日

（
室
町
初
期
―
備
前
）
六
二
七
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
三
寸
八
分
（
72
・
３
㎝
）　
反
り
六
分

元
巾
九
分
八
厘
　
先
巾
六
分
　
重
ね
二
分
八
厘

　

わ
ず
か
に
磨
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
身
巾
広
く
反
り
高
く

中
切
先
に
、
重
ね
厚
く
重
量
が
あ
り
、
往
時
の
力
強
い
姿
を

残
し
て
い
る
。
地
鉄
、
板
目
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
肌
目
が
立

ち
、
杢
目
を
よ
く
交
え
て
地
沸
が
つ
き
、
淡
い
映
り
が
立
つ
。

刃
文
、
互
ノ
目
丁
子
・
尖
り
互
ノ
目
・
角
互
ノ
目
を
交
え
て

小
沸
が
よ
く
つ
き
、
匂
い
口
や
や
沈
む
。
帽
子
、
浅
く
乱
れ

込
み
、
先
き
尖
り
気
味
に
返
る
。

　

南
北
朝
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
備
前
で
活
躍
し
た
小こ

反ぞ
り

一
派
を
代
表
す
る
秀
光
の
太
刀
で
あ
る
。
小
反
の
刀
工
は
秀

光
を
筆
頭
に
光
弘
・
成
家
・
恒
弘
・
家
守
・
光
重
ら
が
挙
げ

ら
れ
、
作
風
は
、
初
期
は
兼
光
の
弟
子
た
ち
の
作
風
に
似
て
、

末
期
に
な
る
と
刃
文
が
小
ず
ん
で
刀
身
も
小
ぶ
り
に
な
る
。

中
で
こ
の
秀
光
に
は
代
が
あ
り
、
初
代
は
建
武
、
二
代
が
応

安
、
三
代
が
室
町
末
期
か
ら
応
永
八
年
ま
で
、
そ
れ
以
降
は

四
代
と
さ
れ
る
。
山
田
浅
右
衛
門
の
選
ぶ
﹁
最
上
大
業
物
﹂

の
13
工
の
う
ち
に
選
ば
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
数
の
多
さ
か

ら
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
作
は
三
代
目
の
作
で
、
年
紀

が
入
る
こ
と
は
貴
重
で
、
大
ぶ
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
注
文

品
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
三
〇
〇
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
　
無
銘
　
法ほ
�
け華

（
南
北
朝
―
備
後
）
約
六
四
〇
年
前

薙
刀
直
し
造
り
　
刃
長
一
尺
三
寸
五
分
（
40
・
８
㎝
）
反
り

四
分
　
元
巾
一
寸
　
先
巾
八
分
七
厘
　
重
ね
二
分
強

　

小
ぶ
り
な
が
ら
反
り
深
く
つ
い
た
姿
の
よ
い
薙
刀
直
し
の

脇
差
で
、
表
裏
に
掻
き
通
し
の
薙
刀
樋
と
添
樋
を
刻
す
る
。

地
鉄
、
板
目
よ
く
錬
れ
て
つ
み
、
刃
寄
り
柾
が
か
り
、
地
沸

厚
く
つ
い
て
美
し
い
肌
合
い
と
な
り
、
白
気
映
り
た
つ
。
刃

文
、
中
直
ぐ
仕
立
て
で
小
沸
つ
く
も
、
匂
い
口
締
ま
り
、
浅

い
の
た
れ
交
り
、
処
々
ほ
つ
れ
か
か
る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
小

丸
、
先
わ
ず
か
に
掃
き
か
け
る
。

　

法
華
一
乗
派
は
備
後
の
国
の
刀
工
。
同
国
の
三
原
派
と
は

系
統
を
異
に
し
て
、
流
祖
を
国
分
寺
助
国
（
鎌
倉
末
期
~
南

北
朝
初
期
）
と
し
て
い
る
。
一
派
は
南
北
朝
か
ら
応
永
を
へ

て
室
町
中
期
に
か
け
て
栄
え
た
。
作
風
は
、
板
目
が
ね
っ
と

り
し
、
直
刃
主
調
と
は
い
え
、
の
た
れ
・
小
互
ノ
目
が
垣
間

見
ら
れ
る
な
ど
、
三
原
物
と
似
通
う
も
の
の
一
味
違
う
と
こ

ろ
が
あ
る
。
本
作
は
地
鉄
が
よ
く
、
鑑
定
書
で
も
﹁
時
代
南

北
朝
﹂
と
、
法
華
で
も
古
い
と
こ
ろ
に
極
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

銀
無
垢
一
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
四
〇
万
円

全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
で
、
表
裏
に
掻
き
通
し
の
薙
刀
樋
と
添
樋
を
刻
す
る
。

地
鉄
、
板
目
よ
く
錬
れ
て
つ
み
、
刃
寄
り
柾
が
か
り
、
地
沸

て
室
町
中
期
に
か
け
て
栄
え
た
。
作
風
は
、
板
目
が
ね
っ
と



6

全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
　
無
銘
　
末す
え

左さ

（
大
左
一
門
）

（
南
北
朝
中
期
―
筑
前
）
約
六
五
〇
年
前

薙
刀
直
し
造
り
　
刃
長
一
尺
七
寸
六
分
（
53
・
３
㎝
）
反
り

四
分
六
厘
　
元
巾
九
分
八
厘
　
先
巾
八
分
七
厘
　
重
ね
二
分

四
厘

　

長
さ
頃
合
い
で
、
先
反
り
強
く
つ
い
て
重
ね
厚
く
、
鎬
高

く
棟
を
急
に
卸
し
た
薙
刀
直
し
造
り
の
脇
差
で
姿
よ
い
。
地

鉄
、
板
目
肌
立
ち
大
板
目
が
か
り
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
を
交

え
て
ザ
ン
グ
リ
と
し
、
地
沸
つ
い
て
鉄か
な
い
ろ色
黒
め
と
な
り
、
地

景
入
り
趣
の
あ
る
肌
合
い
と
な
る
。
刃
文
、
小
沸
づ
い
た
浅

い
互
の
目
主
体
で
小
の
た
れ
交
り
、
地
に
か
ら
ん
で
ほ
つ
れ

や
砂
流
し
か
か
り
、
小
足
入
る
も
匂
い
口
沈
み
ご
こ
ろ
と
な

る
。
帽
子
、
乱
れ
込
ん
で
先
き
焼
詰
め
る
。

　

南
北
朝
初
期
、
筑
前
国
に
は
左
文
字
が
出
現
し
、
そ
れ
ま

で
の
九
州
物
に
見
ら
れ
な
い
相
州
伝
を
導
入
し
、
乱
れ
主
調

で
地
刃
の
冴
え
る
作
風
を
樹
立
し
た
。
一
門
の
刀
工
た
ち
も

師
風
を
受
け
継
い
で
大
い
に
繁
栄
す
る
。
そ
れ
ら
門
下
の
刀

工
た
ち
に
は
安
吉
・
行
弘
・
国
弘
・
吉
貞
・
弘
行
・
弘
安
な

ど
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
刀
工
お
よ
び
作
刀
を
汎
称
し
て
﹁
末

左
﹂
と
称
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
南
北
朝
期
の
作
で
優
れ
た

技
量
を
示
す
。
こ
の
脇
差
は
薙
刀
直
し
の
大
磨
上
無
銘
で
あ

る
が
、
い
か
に
も
雰
囲
気
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
五
万
円

短
刀
　
助す
け
な
が長

（
石
堂
）

（
明
応
―
近
江
）

	
	

室
町
後
期
　
約
五
二
五
年
前

平
造
り
　
刃
長
八
寸
一
分
半
（
24
・
５
㎝
）　
反
り
な
し
　

元
巾
六
分
六
厘
　
先
巾
四
分
四
厘
　
重
ね
一
分
六
厘

　

無
反
り
の
身
巾
狭
い
短
刀
で
、
重
ね
も
薄
め
で
ス
ラ
リ
と

し
、
中な
か
ご心
尻
は
加
州
の
尻
と
や
や
似
て
い
る
。
地
鉄
、
小
板

目
つ
み
棟
寄
り
に
柾
目
を
交
え
て
地
沸
が
つ
く
。
刃
文
、
直

刃
が
浅
い
の
た
れ
が
か
り
、
小
沸
が
明
る
く
締
ま
り
、
簾す
だ
れ調

の
二
重
刃
が
し
き
り
に
か
か
り
、
大
き
な
飛
焼
も
さ
か
ん
で

棟
焼
も
あ
り
、
淡
い
映
り
立
つ
。
帽
子
、
浅
く
の
た
れ
込
ん

鉄
、
板
目
肌
立
ち
大
板
目
が
か
り
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
を
交

師
風
を
受
け
継
い
で
大
い
に
繁
栄
す
る
。
そ
れ
ら
門
下
の
刀



7

全
身
を
除
い
て
原
寸

で
二
重
刃
が
か
か
り
、
小
丸
に
返
る
。

　

珍
品
の
短
刀
で
あ
る
。
江
州
助
長
は
、
備
前
一
文
字
助
宗

の
裔
と
い
い
﹁
江
州
蒲
生
住
助
長
／
明
応
八
年
﹂
の
作
が
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
住
地
は
同
郡
石
塔
寺
の
傍
ら
で
、
の
ち

石
塔
を
氏
と
し
て
、
こ
れ
が
近
江
石
堂
の
発
祥
と
さ
れ
る
。

助
長
は
祖
の
古
伝
再
興
を
め
ざ
し
、
そ
の
子
孫
は
石
道
・
石

堂
を
名
乗
り
華
や
か
な
一
文
字
伝
を
焼
く
と
い
う
。
た
し
か

に
新
刀
期
に
入
っ
て
江
戸
石
堂（
光
平
）、
紀
州
石
堂（
康
広
）、

大
坂
石
堂（
長
幸
）、
福
岡
石
堂（
是
次
）
と
、
代
表
を
あ
げ

た
だ
け
で
も
石
堂
一
派
の
躍
進
・
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
助

長
も
子
孫
が
こ
こ
ま
で
繁
栄
す
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

ろ
う
。
し
か
し
助
長
自
身
の
残
さ
れ
た
品
は
本
作
も
含
め
て

小
の
た
れ
調
の
刃
文
で
、
同
時
代
他
派
と
の
差
異
は
と
り
た

て
て
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ス
ッ
キ
リ
し
た
短
刀
拵
に
入
っ
て

お
り
、
金
高
蒔
絵（
表
に
五
ケ
）と
目
貫
は
笹さ
さ
り
ん
ど
う

竜
胆
紋
。
珍
品

で
も
あ
り
、
同
紋
を
使
用
す
る
そ
こ
そ
こ
の
人
物
の
持
ち
物

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
六
十
五
万
円

黒
呂
塗
笹さ

さ
り
ん
ど
う

竜
胆
紋
金
高
蒔
絵
合
口
拵　
︿
目
貫
﹀
笹
竜

胆
紋
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
・
銀
色
絵
（
目
釘
兼
用
）

（
拵
の
総
長　

三
六
・
五
㎝
）
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全
身
を
除
い
て
原
寸

刀
　
九
州
肥
後
同ど

う
だ
ぬ
き
ひ
�
う
ぶ

田
貫
兵
部

（
天
正
―
肥
後
）

	
	

桃
山
時
代
　
約
四
二
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
三
寸
一
分
（
70
㎝
）　
反
り
六
分
六
厘

元
巾
一
寸
一
分
　
先
巾
八
分
一
厘
　
重
ね
二
分
七
厘

区ま
ち

を
わ
ず
か
に
送
る
が
、
定
寸
に
反
り
深
め
に
つ
き
、
身

巾
広
く
元
先
の
巾
差
も
落
ち
ず
、
鎬
高
く
重
ね
も
厚
く
、
中

切
先
の
延
び
る
頑
丈
で
力
強
い
姿
。
地
鉄
、
板
目
が
肌
立
っ

て
大
板
目
調
と
な
り
、
流
れ
交
じ
り
、
地
沸
厚
く
つ
い
て
白

気
風
の
映
り
立
つ
。
刃
文
、
直
ぐ
調
に
小
互
ノ
目
交
え
る
も

沸
崩
れ
気
味
と
な
り
、
砂
流
し
や
湯
走
り
、
ほ
つ
れ
が
し
き

り
に
交
じ
る
。
帽
子
、
乱
れ
込
ん
で
さ
か
ん
に
掃
き
か
け
、

尖
り
気
味
に
返
る
。

　

一
昔
前
、
テ
レ
ビ
や
劇
画
の
﹁
子
連
れ
狼
﹂﹁
破
れ
傘
刀

舟
﹂
等
、
猛
烈
な
斬
り
手
の
使
い
料
と
し
て
斬
れ
味
が
喧
伝

さ
れ
、
そ
の
後
も
テ
レ
ビ
・
小
説
に
盛
ん
に
登
場
し
、
今
な

お
人
気
の
高
い
肥
後
熊
本
・
同
田
貫
の
一
振
で
あ
る
。
同
派

の
最
盛
期
は
、
太
閤
秀
吉
の
時
代
の
加
藤
清
正
が
肥
後
を
治

め
る
こ
と
に
な
っ
た
時
で
あ
り
、
豪
勇
無
双
の
加
藤
清
正
の

気
風
を
反
映
し
、
そ
の
作
刀
は
武
骨
で
野
趣
に
溢
れ
て
い
る
。

上
野
介
正
国
（
信
賀
）
が
一
番
有
名
で
他
に
各
工
が
知
ら
れ
、

ま
た
流
派
名
だ
け
の
作
も
多
い
。
今
回
の
兵
部
は
上
野
介
と

と
も
に
一
派
中
で
は
現
存
刀
が
多
い
。
同
田
貫
一
派
は
加
藤

家
の
没
落
に
殉
じ
槌
を
捨
て
た
者
も
お
り
、
兵
部
以
降
は
衰

退
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　

藤
代
松
雄
師
鑑
定
書
付
　
　
二
三
〇
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

●
次
頁
に
続
く

薙
刀
　
肥
前
国
住
近
江
大
掾
藤
原
忠た
だ
ひ
ろ広

	

（
寛
文
―
肥
前
）

	
	

江
戸
前
期
　
約
三
五
〇
年
前

薙
刀
造
り
　
刃
長
一
尺
六
寸
八
分
（
50
・
９
㎝
）
反
り
七
分

元
巾
九
分
八
厘
　
先
巾
一
寸
三
厘
　
重
ね
二
分
七
厘
半

　

生
ぶ
姿
の
身
巾
の
あ
る
立
派
な
薙
刀
で
、
元
に
薙
刀
樋
を

掻
き
、
重
ね
ご
く
厚
く
、
上
半
は
棟
を
急
に
卸
し
て
鎬
高
く
、

そ
の
鎬
は
菖
蒲
造
り
の
よ
う
に
切
先
の
先
端
ま
で
届
く
。
地

鉄
、
小
板
目
が
小
杢
を
交
え
て
き
れ
い
に
錬
れ
、
地
沸
よ
く

つ
き
ま
こ
と
に
精
美
。
刃
文
、
太
め
の
中
直
刃
が
沸
・
匂
い

深
く
、
刃
中
に
葉よ
う

が
二
重
刃
の
よ
う
に
つ
な
が
り
、
刃
縁
の

小
沸
の
中
に
ご
く
細
か
い
金
筋
も
見
ら
れ
る
。
帽
子
、
直
ぐ

に
小
丸
、
深
く
焼
下
げ
て
中
途
ま
で
下
り
、
棟
焼
と
な
る
。

　

肥
前
新
刀
を
代
表
す
る
二
代
・
近
江
大
掾
忠
広
に
は
薙
刀

の
作
品
が
ま
ま
見
ら
れ
、
皆
、
姿
の
よ
い
も
の
で
あ
る
。
本

作
は
特
に
地
鉄
が
き
れ
い
で
、
そ
の
鍛
え
に
よ
る
得
意
の
中

直
刃
も
沸
・
匂
い
深
く
、
葉
も
よ
く
入
り
見
事
で
あ
る
。
拵

は
柄え

が
長
い
の
で
蕪か
ぶ
ら
ま
き巻の

下
が
切
ら
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
残

念
で
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
太
身
の
薙
刀
拵
。
黒
呂
塗

の
鞘
は
傷
み
な
く
、
太
刀
打
ち
は
金
漆
の
上
に
黒
漆
を
塗
り
、

一
部
剥
げ
て
下
の
金
塗
が
顔
を
出
し
、
力
強
く
風
情
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

銀
無
垢
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
九
十
五
万
円
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●
前
頁
・
忠
広
の
拵

黒
呂
塗
鞘
薙
刀
拵　
︿
薙
刀
金
具
﹀
素
銅
磨
地　
︿
喰
出
し
鐔
﹀
無
文　

四
分
一
磨
地　

長
丸
形
（
拵
の
総
長　

一
〇
四
㎝
）

刀
　
相
州
住
綱つ

な
ひ
ろ広

　
　
寛
永
十
三
年
二
月
吉
日

（
江
戸
初
期
─
相
模
）
三
八
六
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
七
寸
一
分
強
（
82
・
１
㎝
）
反
り
五
分

三
厘
　
元
巾
一
寸
六
厘
　
先
巾
七
分
三
厘
　
重
ね
二
分
四
厘

　

刃
長
二
尺
七
寸
を
超
え
る
長
刀
で
、
反
り
も
深
く
、
棟
を

卸
し
て
重
ね
厚
く
、
豪
刀
で
あ
る
。
表
に
﹁
若
宮
大
権
現
﹂

の
力
強
い
文
字
彫
、
裏
に
十
一
面
観
音
の
梵
字
と
護
摩
箸
を

刻
す
る
。
地
鉄
、
板
目
で
肌
目
が
強
く
立
ち
、
地
沸
が
厚
く

つ
き
、
地
景
風
も
入
る
。
た
だ
強
い
火
加
減
の
鍛
え
の
た
め

か
、
表
の
方
、
鎬
地
や
棟
に
そ
こ
そ
こ
の
鍛
え
の
割
れ
が
入

10

　
︿
薙
刀
金
具
﹀
素
銅
磨
地　
︿
喰
出
し
鐔
﹀
無
文　

四
分
一
磨
地　

長
丸
形
（
拵
の
総
長　

一
〇
四
㎝
）
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全
身
を
除
い
て
原
寸

る
。
刃
文
、
焼
き
高
く
暴
れ
た
互
ノ
目
乱
れ
で
、
小
沸
出
来

に
種
々
の
形
を
と
り
、
飛
焼
も
さ
か
ん
で
あ
る
が
全
体
に
沈

み
ご
こ
ろ
。
帽
子
、
直
ぐ
に
小
丸
、
裏
は
先
に
島
刃
を
置
く
。

　

た
い
へ
ん
長
寸
の
相
州
綱
広
の
豪
刀
。
年
紀
か
ら
四
代
目

勘
右
衛
門
の
作
と
分
か
り
、
お
な
じ
み
の
伊
勢
大
掾
綱
広
の

先
代
と
い
う
こ
と
に
な
り
珍
し
い
。
徳
川
家
も
三
代
目
家
光

の
時
代
に
入
っ
た
時
期
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
慶
長
の
戦
乱

の
息
吹
が
残
っ
て
い
た
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
拵
も
長
寸
の
中
身

に
合
わ
せ
た
大
ぶ
り
の
太
刀
拵
で
、
黒
塗
鞘
に
金
蒔
絵
で
各

種
の
家
紋
を
散
し
、
柄
糸
・
渡
り
巻
は
古
び
た
薄
緑
色
の
糸

巻
。
長
小
尻
の
先
の
方
を
欠
き
上
下
の
長
覆
輪
が
残
る
だ
け

で
あ
る
が
、
よ
く
残
っ
て
き
た
大
き
な
太
刀
拵
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

金
鍍
金
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
二
四
〇
万
円

金
蒔
絵
家
紋
散
し
黒
呂
塗
鞘
太
刀
拵

︿
総
金
具
=
縁
頭
・
責
金
・
帯
取
り
金
具
・
長
小
尻
﹀
唐
草
文
図　

赤
銅
磨
地　

線
彫　
︿
目
貫
﹀
兜
に
太
刀
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵　

︿
鐔
﹀
無
文　

赤
銅
磨
地　

太
刀
木
瓜
形　

薄
肉
彫　
︿
柄
・
渡
り
巻
﹀
金
襴
着
薄
緑
糸
巻
（
拵
の
総
長　

一
一
三
・
五
㎝
）

全
身
を
除
い
て
原
寸

　

た
い
へ
ん
長
寸
の
相
州
綱
広
の
豪
刀
。
年
紀
か
ら
四
代
目

勘
右
衛
門
の
作
と
分
か
り
、
お
な
じ
み
の
伊
勢
大
掾
綱
広
の

に
合
わ
せ
た
大
ぶ
り
の
太
刀
拵
で
、
黒
塗
鞘
に
金
蒔
絵
で
各

種
の
家
紋
を
散
し
、
柄
糸
・
渡
り
巻
は
古
び
た
薄
緑
色
の
糸

　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
二
四
〇
万
円
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大
小
鐔
　
楽
水
堂
常つ
ね
な
り成

（
花
押
）

波
濤
雲
龍
図
　
長
丸
形
　
四
分
一
磨
地
　
鋤
出
彫
　
毛
彫
金

・
銀
・
赤
銅
・
素
銅
象
嵌
色
絵
　
金
点
象
嵌
　
角
耳
小
肉

　

四
分
一
地
の
大
小
鐔
で
、
そ
の
彫
技
は
見
事
で
あ
る
。
大

き
な
龍
と
荒
れ
狂
う
波
濤
・
雲
を
メ
リ
ハ
リ
つ
け
て
鋤
出
彫

す
る
。
金
色
絵
の
火
焔
を
ま
と
っ
た
龍
の
顔
付
は
い
た
っ
て

精
悍
で
威
厳
も
感
じ
ら
れ
、
処
々
に
小
さ
な
色
絵
を
加
え
る
。

目
玉
は
金
色
絵
、
瞳
は
赤
銅
、
舌
に
素
銅
、
牙
を
銀
色
絵
す

る
。
鱗
を
一
枚
一
枚
丁
寧
に
鋤
出
彫
し
、
波
の
飛
沫
は
金
点

象
嵌
。
裏
は
飛し
ぶ
き沫

を
上
げ
る
波
頭
、
雲
の
渦
を
彫
り
、
毛
彫

で
風
雨
の
激
し
さ
を
表
す
。

　

常
成
は
近
江
国
国
友
村
の
鉄
砲
鍛
冶
・
辻
氏
の
一
族
。
鉄

砲
鍛
冶
の
辻
左
衛
門
と
そ
の
弟
で
江
戸
で
宗
与
・
奈
良
一
門

ら
に
学
ん
だ
臨り
ん
せ
ん
ど
う
み
つ
ま
さ

川
堂
充
昌
（
享
保
六
年
~
安
永
五
年
）
の
従

兄
弟
に
あ
た
り
、
宝
暦
こ
ろ
の
工
と
推
察
さ
れ
る
。
銃
身
の

彫
技
も
行
う
。
鉄
砲
鍛
冶
の
出
自
だ
け
あ
り
金
属
の
扱
い
に

巧
み
で
あ
り
、
ま
た
龍
図
は
臨
川
堂
に
多
い
。
早
世
の
た
め

残
存
作
品
は
少
な
い
。
本
作
は
未
使
用
の
名
品
で
、
こ
れ
だ

け
き
れ
い
で
立
派
な
大
小
鐔
は
そ
う
な
い
。
江
戸
中
期
。

◆
大　

縦
七
六
・
二
㎜　

横
七
三
・
一
㎜　

厚
さ
五
㎜

　

小　

縦
七
三
・
九
㎜　

横
七
一
㎜　

厚
さ
四
・
六
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
八
十
五
万
円

小 大
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鐔
　（
花
押
）

　

赤
銅
磨
地
に
伊
勢
の
夫め
お
と婦

岩い
わ

で
有
名
な
二
見
ヶ
浦
図
を
彫
っ
た
大
ぶ
り
で
ど
っ
し
り
と
し
た
重
量
感
あ

る
鐔
。
遠
景
に
水
平
線
を
一
直
線
に
彫
り
、
昇
る
旭
日
と
帆
船
、
空
に
は
雁
の
群
れ
を
描
く
。
旭
日
は
金

平
象
嵌
、
光
線
を
毛
彫
、
帆
船
は
銀
色
絵
し
雁
の
群
れ
を
毛
彫
。
近
景
は
夫
婦
岩
と
注し
め
な
わ

連
縄
・
紙し

で垂
を
銀

色
絵
し
、
波
は
片
切
彫
で
小
波
か
ら
大
波
、
岩
近
く
の
沸
き
立
つ
波
に
変
化
を
つ
け
る
。
裏
は
穏
や
か
な

波
。
二
見
の
浜
は
神
々
の
常
世
の
国
か
ら
寄
せ
る
波
が
最
初
に
届
く
﹁
聖
な
る
浜
﹂
で
、
こ
こ
で
身
を
清

め
禊み
そ
ぎを
し
た
の
ち
に
伊
勢
神
宮
参
拝
す
る
の
が
古
来
か
ら
の
習
わ
し
と
な
っ
て
い
た
。

　

銘
は
な
く
﹁
花
押
﹂
の
み
だ
が
、
そ
の
花
押
で
大
森
派
の
工
の
作
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
後

期
。

◆
縦
八
五
・
九
㎜　

横
七
七
・
一
㎜　

厚
さ
五
・
五
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
十
八
万
円

初
日
二
見
�
浦
図
　
赤
銅
磨
地
　
木
瓜
形
　
高
彫
　
片
切
・
毛
彫
　
金
・
銀
象
嵌
色
絵
　
角
耳
小
肉
　
櫃
孔
・
金
埋
め

鐔
　
無
銘
　
加
賀
象
嵌

紗さ
あ
や綾
・
七し
�
ぽ
う宝
文
散
し
図
　
赤
銅
磨
地
　
長
丸
形
　
金
・
銀
・

素
銅
平
象
嵌
　
丸
耳

　

赤
銅
磨
地
に
紗
綾
文
を
金
線
平
象
嵌
し
、
七
宝
文
は
銀
・

素
銅
平
象
嵌
と
金
線
象
嵌
の
二
種
で
、
そ
れ
ぞ
れ
配
置
よ
く

散
ら
す
。
紗
綾
文
の
原
型
は
梵
字
の
卍ま
ん
じで
、
卍
繋
ぎ
・
卍
崩

し
と
い
わ
れ
る
。
卍
の
図
形
に
は
﹁
幸
運
福
来
﹂
の
意
味
が

あ
り
、
七
宝
文
と
共
に
お
め
で
た
い
図
柄
で
あ
る
。

　

加
賀
象
嵌
は
加
賀
藩
・
前
田
家
の
庇
護
の
下
に
美
術
工
芸

が
栄
え
、
馬
具
の
鐙あ
ぶ
み象

嵌
か
ら
発
展
し
た
加
賀
象
嵌
の
華
麗

な
平
象
嵌
工
法
は
こ
と
に
著
名
で
あ
る
。
藩
主
導
の
製
作
の

た
め
原
則
み
な
無
銘
だ
が
、
従
事
し
た
金
工
の
数
は
家
名
だ

け
で
も
二
十
数
家
あ
り
繁
栄
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
今
回
の

鐔
は
そ
の
中
で
も
時
代
が
上
り
そ
う
で
あ
る
。
江
戸
前
期
。

◆
縦
六
九
・
六
㎜　

横
六
六
・
五
㎜　

厚
さ
三
・
六
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
十
六
万
円
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鐔
　
無
銘
　
赤
坂
三
代
忠た

だ
と
ら虎

芦
に
蟷か
ま
き
り螂

透
し
図
　
鉄
地
　
丸
形
　
透
し
彫
　
丸
耳

　

鍛
え
良
好
な
鉄
地
に
、
芦
と
蟷
螂
の
図
を
透
し
彫
す
る
。

た
い
へ
ん
厚
み
が
あ
り
ズ
シ
リ
と
重
い
。
流
れ
る
よ
う
な
図

の
透
し
で
あ
る
が
、
耳
際
で
し
っ
か
り
と
繋
ぎ
、
安
定
感
が

あ
る
。

　

無
銘
で
あ
る
が
赤
坂
・
三
代
忠
虎
に
極
ま
る
鐔
。
赤
坂
鐔

は
江
戸
初
期
の
元
和
・
寛
永
の
初
代
か
ら
、
二
代
・
三
代
ま

で
在
銘
品
は
皆
無
で
あ
る
。
忠
虎
は
二
代
忠
正
（
延
宝
五
年

に
没
）
の
子
で
、
延
宝
か
ら
元
禄
を
へ
て
宝
永
四
年
ま
で
の

約
三
十
年
間
活
躍
し
た
。
初
・
二
代
の
伝
を
継
ぐ
が
、
作
風

は
﹁
厚
手
・
大
ぶ
り
・
力
強
い
﹂
と
な
り
、
耳
の
作
り
は
ご

く
丸
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
本
作
は
、
地
鉄
は
初
・
二
代
に

比
べ
る
と
細
や
か
で
、
錆
色
は
地
鉄
の
よ
さ
を
表
し
て
自
然

な
赤
紫
の
深
い
色
を
し
て
い
る
。
櫃
孔
を
透
し
の
一
部
に
仕

立
て
る
の
は
赤
坂
鐔
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
芦
と
蟷
螂

の
取
り
合
わ
せ
は
赤
坂
鐔
に
よ
く
見
か
け
、
人
気
の
意
匠
の

優
鐔
で
あ
る
。
江
戸
中
期

◆
縦
八
〇
・
三
㎜　

横
七
九
㎜　

厚
さ
七
・
八
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
四
十
五
万
円

鐔
　
無
銘
　
中な

か

根ね

三さ
ん

鈷こ

方ほ
う
え
ん円
図
　
鉄
磨
地
　
丸
形
　
銀
平
象

嵌
　
耳
・
打
返
し
　
両
櫃
孔
・
赤
銅
埋
め

　

ツ
ヤ
の
あ
る
鉄
磨
地
に
、
表
裏
と
も
に

二
重
四
角
の
中
に
三
鈷
を
規
則
正
し
く
銀

線
の
彫
込
め
象
嵌
を
す
る
。
わ
ず
か
に
打

返
し
た
耳
も
張
り
が
あ
り
、
図
柄
を
引
き

締
め
て
い
る
。

　

鐔
の
丸
い
形
を
天
、
中
の
四
角
を
地
と

み
る
﹁
天
円
地
方
﹂
で
中
国
の
宇
宙
感
を

意
匠
と
し
、
地
の
四
方
に
は
四
個
ず
つ
鈷

を
彫
る
。
鈷
は
金こ
ん
ご
う
し
ょ

剛
杵
の
独
鈷
・
三
鈷
剣

に
代
表
さ
れ
る
煩
悩
を
拭
い
去
り
、
邪
を

祓
い
、
身
を
守
る
仏
具
。

　

肥
後
金
工
・
中
根
家
の
祖
先
は
武
士
で

徳
川
・
加
藤
・
細
川
の
各
家
に
仕
え
て
い

る
。
在
銘
品
は
な
く
、
余
技
で
正
阿
弥
写

し
の
象
嵌
鐔
を
製
作
し
た
と
伝
わ
る
。
こ

の
鐔
は
三
鈷
を
銀
線
で
平
象
嵌
し
て
い
る

が
、
ほ
か
に
中
根
鐔
と
鑑
す
る
も
の
で
は

﹁
杉
森
方
円
図
﹂
が
有
名
。
一
般
に
は
左

右
大
透
し
の
海な
ま
こ鼠

透
し
と
称
さ
れ
る
鉄
丸

鐔
に
、
耳
に
雷
文
を
連
続
し
て
銀
象
嵌
す

る
鐔
が
多
い
。
江
戸
中
期
。

◆
縦
八
五
・
五
㎜　

横
八
五
・
四
㎜

　

厚
さ
四
・
一
㎜

　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付　

　
　
　
　
　
　
十
四
万
円
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鐔
　
無
銘
　
柳
川
派

親
子
鶏
図
　
赤
銅
七
々
子
地
　
長
丸
形
　
高
彫
　
金
色
絵
　

角
耳
小
肉

　

整
然
と
蒔
か
れ
た
赤
銅
七
々
子
地
に
、
親
子
鶏
図
を
高
彫

金
色
絵
す
る
。
親
鶏
は
大
き
く
立
派
で
、
鶏と
さ
か冠
や
羽
・
尾
・

鉤
爪
を
毛
彫
で
鮮
明
に
彫
り
、
小
さ
な
ヒ
ヨ
コ
は
柔
ら
か
な

産
毛
を
さ
ら
に
細
か
く
毛
彫
す
る
。
そ
こ
か
し
こ
に
道
芝
と

貝
殻
を
置
き
金
色
絵
。
ヒ
ヨ
コ
の
表
情
が
可
愛
ら
し
く
、
親

鶏
に
隠
れ
た
り
、
小
さ
な
羽
を
広
げ
た
り
と
遊
ぶ
様
子
を
い

き
い
き
と
描
く
。

　

柳
川
派
得
意
の
赤
銅
七
々
子
地
に
小
動
物
を
彫
っ
た
鐔
。

表
裏
の
親
鶏
の
彫
り
は
特
に
高
く
、
金
色
が
輝
き
目
立
つ
。

江
戸
後
期
。

◆
縦
七
二
・
一
㎜　

横
六
八
・
六
㎜　

厚
さ
四
・
八
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
二
十
四
万
円

目
貫
　
無
銘
　
柳
川
派

龍
虎
豹
図
　
赤
銅
地
　
容
彫
　
金
色
絵

　

上
質
の
赤
銅
地
の
目
貫
で
、
金
色
絵
を
効
果
的
に
施
す
。
表
目
貫
は
龍
を
金
色
絵
し
、
赤
銅
に
金
の
斑は
ん

点て
ん

色
絵
の
豹

を
尻
尾
と
爪
で
押
さ
え
つ
け
て
噛
み
つ
く
。
裏
目
貫
の
龍
は
体
が
赤
銅
で
角
・
火
焔
を
金
色
絵
に
し
、
金
色
絵
に
赤
銅

縞
の
虎
を
鋭
い
爪
で
掴
ん
で
い
る
。
龍
と
虎
豹
の
取
っ
組
み
合
い
の
様
子
を
、
彫
り
高
く
毛
彫
を
細
密
に
加
え
て
彫
る
。

ど
ち
ら
も
龍
が
強
い
。

　

鑑
定
書
で
柳
川
派
に
極
ま
る
繊
細
で
存
在
感
の
あ
る
目
貫
で
あ
る
。
柳
川
派
は
家
祖
の
政
次
が
初
代
・
宗
与
に
学
び
、

実
子
の
直
政
は
吉
岡
因
幡
家
の
門
に
学
ん
だ
の
ち
、
横
谷
宗
珉
に
師
事
し
た
。
の
ち
直
光
・
直
春
と
名
工
が
続
き
、
門

弟
も
多
い
。
作
風
は
後
藤
家
に
初
め
入
門
し
て
い
た
横
谷
宗
珉
の
弟
子
筋
で
あ
る
の
で
家
彫
に
似
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

堅
実
さ
と
上
品
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
江
戸
後
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　

　
二
十
五
万
円

拡大拡大
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目
貫
　
無
銘
　
栄え

い
じ
�
う乗

一
匹
獅
子
図
　
金
無
垢
地
　
容
彫
　
陰
陽
根

　

一
匹
獅
子
を
金
無
垢
地
に
大
き
く
力
強
く
彫
る
。
無
銘
で

あ
る
が
後
藤
宗
家
六
代
目
・
栄
乗
に
極
ま
る
。
彫
り
は
﹁
山

高
く
谷
低
く
﹂
の
後
藤
の
掟
通
り
で
、
踏
ん
張
る
獅
子
の
両

足
は
力
強
く
、
裏
は
陰
陽
根
が
し
っ
か
り
と
残
る
。

　

栄
乗
は
宗
家
五
代
・
徳
乗
の
長
男
と
し
て
天
正
五
年
に
生

ま
れ
た
。
父
に
従
い
豊
臣
家
に
出
仕
す
る
が
、
関
ヶ
原
合
戦

後
は
徳
川
家
に
遠
慮
し
て
京
都
郊
外
に
引
退
す
る
。
元
和
二

年
に
叔
父
・
長
乗
の
取
り
成
し
で
徳
川
秀
忠
か
ら
分
銅
大
判

等
改
め
役
と
彫
物
役
家
に
任
じ
ら
れ
る
。
翌
年
の
元
和
三
年
、

江
戸
に
て
41
歳
で
没
。
天
下
が
信
長
、
秀
吉
、
家
康
と
移
り

い
く
激
動
の
時
代
に
生
き
、
後
藤
家
再
興
と
伝
統
を
守
り
ぬ

き
、
徳
川
幕
府
の
抱
え
工
と
し
て
の
道
を
開
い
た
。

　

栄
乗
の
目
貫
は
祐
乗
・
宗
乗
に
類
似
し
て
地
金
が
わ
り
と

薄
く
作
ら
れ
る
が
、
こ
の
目
貫
は
厚
み
も
あ
っ
て
肉
取
り
よ

く
、
獅
子
の
筋
肉
が
躍
動
す
る
さ
ま
は
素
晴
ら
し
い
。
大
き

く
ず
し
り
と
し
て
出
来
優
れ
た
優
品
で
あ
る
。
江
戸
初
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
五
〇
万
円

小
柄
　
紋
顕

け
ん
じ
�
う乗

光こ
う

美び

（
花
押
）

玉
掴つ
か

み
龍
図
　
赤
銅
七
々
子
地
　
高
彫
　
目
に
金
点
色
絵
　

裏
・
哺
金

　

目
の
つ
ん
だ
漆
黒
の
赤
銅
七
々
子
地

に
、
し
っ
か
り
と
宝
珠
を
掴
む
龍
を
赤

銅
磨
地
で
据
紋
高
彫
す
る
。
顔
や
髭
・

爪
・
鱗
・
背
ビ
レ
な
ど
こ
ま
か
く
丁
寧

に
彫
り
、
龍
の
両
目
の
み
を
金
点
色
絵

す
る
。こ
の
龍
は
品
よ
く
繊
細
で
あ
る
。

　

後
藤
宗
家
七
代
・
顕
乗
は
五
代
徳
乗

の
次
男
で
、
兄
の
栄
乗
が
早
世
し
、
そ

の
世
子
の
即
乗
が
幼
年
の
た
め
七
代
を

継
ぐ
。
天
正
14
年
の
生
ま
れ
で
寛
文
三

年
78
歳
で
没
。
即
乗
に
家
督
を
譲
っ
た

後（
寛
永
四
、
五
年
）は
加
賀
前
田
家
に

招
か
れ
、
従
兄
弟
の
覚
乗
と
隔
年
交
替

で
金
沢
に
出
張
し
、
加
賀
後
藤
の
基
礎

を
築
い
た
。
後
藤
家
の
中
興
の
祖
と
も

い
わ
れ
る
名
工
で
、
裏
の
銘
は
﹁
紋
の

龍
は
顕
乗
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
十
五
代

光
美（
江
戸
後
期
）が
小
柄
の
台
板
を
哺

金
仕
立
て
し
た
﹂の
、極
め
銘
で
あ
る
。

江
戸
前
期
。

　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
四
〇
万
円

拡大拡大
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小
柄
　
無
銘
　
程

て
い
じ
�
う乗

燭
台
図
　
赤
銅
七
々
子
地
　
高
彫
　
金
・
銀
・
素
銅
色
絵
　

裏
・
赤
銅
磨
地

　

目
の
つ
ん
だ
赤
銅
七
々
子
地
に
色
金
を
駆
使
し
て
燭
台
図

を
彫
る
。
蝋ろ
う
そ
く燭
は
銀
色
絵
し
、
炎
を
素
銅
と
し
、
赤
黒
く
炎

の
ゆ
ら
ゆ
ら
動
く
さ
ま
は
幻
想
的
で
あ
る
。
燭
台
の
竿
・
皿

の
縁
取
り
・
蝋
燭
止
め
は
金
色
絵
す
る
。

　

程
乗
は
後
藤
宗
家
九
代
で
七
代
・
顕
乗
の
子
。
八
代
即
乗

の
早
世
に
伴
い
、
そ
の
子
・
十
代
簾
乗
が
幼
少
の
た
め
九
代

を
継
ぐ
。
慶
長
八
年
京
都
で
生
ま
れ
、
延
宝
元
年
71
歳
で
没
。

ま
た
加
賀
前
田
家
の
扶
持
を
受
け
加
賀
後
藤
の
礎
を
築
い
た
。

燭
台
は
明
か
り
を
と
も
す
道
具
で
あ
る
が
、
明
る
い
未
来
を

期
待
す
る
。
無
銘
な
が
ら
程
乗
の
個
銘
に
極
ま
る
洒
落
た
後

藤
の
小
柄
で
あ
る
。
江
戸
前
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
十
四
万
円

小
柄
　
大
森
英え

い
し
�
う

秀（
花
押
）

薬や

缶か
ん

に
自じ

在ざ
い
か
ぎ鉤

図
　
赤
銅
七
々
子
地
　
高
彫
　
素
銅
据
文
　

金
色
絵
　
裏
・
赤
銅
磨
地

　

目
の
つ
ん
だ
赤
銅
七
々
子
地
に
、
薬
缶
を
つ
る
す
自
在
竹

を
高
彫
金
色
絵
し
、
長
さ
を
調
節
す
る
鉤
を
赤
銅
と
す
る
。

下
の
薬
缶
は
素
銅
据
文
で
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
胴
の
丸
み
で

高
く
彫
ら
れ
質
感
が
よ
く
出
て
い
る
。

　

英
秀
は
大
森
派
の
初
代
・
英
昌
の
甥
で
、
享
保
15
年
生
ま

れ
。
内
弟
子
と
し
て
修
業
し
た
後
に
養
嗣
子
と
な
り
二
代
目

を
継
ぐ
。
作
風
は
横
谷
流
の
赤
銅
七
々
子
地
に
高
彫
色
絵
の

彫
法
を
基
本
と
す
る
が
、
こ
れ
に
﹁
大
森
式
﹂
と
呼
ば
れ
る

彫
技
を
加
味
す
る
。
英
秀
の
高
彫
は
据
文
式
の
手
法
が
多
い
。

名
声
高
く
、
多
く
の
門
弟
も
養
成
す
る
。
寛
政
10
年
に
69
歳

で
没
。
英
秀
は
牡
丹
獅
子
や
波
濤
の
図
が
有
名
で
あ
る
が
、

本
作
は
江
戸
前
の
図
柄
で
珍
し
い
。
英
秀
の
一
作
風
を
知
る

作
品
で
、
基
本
の
彫
法
を
踏
ま
え
た
上
で
の
洒
落
た
作
風
は

さ
す
が
名
人
の
作
と
い
え
る
。
江
戸
後
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
五
十
五
万
円

縁
頭
　
仙
台
住
　
清き

よ
さ
だ定

双
雨
龍
図
　
赤
銅
石
目
地
　
鋤
出
彫
　
金
色
絵
　
金
平
象
嵌

　

地
を
赤
銅
石
目
に
仕
立
て
て
落
ち
着
い
た
色
合
い
の
黒
地

に
、
縁
・
頭
と
も
に
雨
龍
図
を
地
面
よ
り
少
し
高
め
に
金
線

掘
込
め
象
嵌
す
る
。
フ
チ
の
上
下
、
ま
た
カ
シ
ラ
の
中
央
と

左
右
を
鋤
出
し
し
て
磨
地
に
仕
立
て
、
二
種
の
連
続
模
様
を

図
案
式
に
金
線
平
象
嵌
す
る
。
小こ

縁べ
り

も
金
色
絵
。

　

清
定（
初
代
）は
八
三
郎
と
称
し
草
苅
屋
を
屋
号
と
し
た
。

仙
台
で
正
村
七
右
衛
門
に
師
事
し
、
の
ち
江
戸
に
出
て
大
森

家
に
学
び
、
ま
た
仙
台
に
帰
り
伊
達
家
の
藩
工
に
な
る
。
清

定
の
活
躍
期
間
は
天
明
か
ら
文
化
文
政
初
期
の
江
戸
中
期
で

あ
ろ
う
。
赤
銅
石
目
地
に
金
を
多
用
し
た
精
巧
な
象
嵌
が
特

徴
で
、
渋
谷
家
が
行
っ
た
平
象
嵌
に
、
金
を
多
用
す
る
仙
台

象
嵌
に
創
意
工
夫
を
加
え
て
新
機
軸
を
開
発
し
た
。
中
で
も

本
作
は
保
存
が
よ
く
出
来
が
よ
い
。
江
戸
中
期
。

　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

十
八
万
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
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小
柄
　
柳
川
直な

お
み
つ光

（
花
押
）

　

目
の
つ
ん
だ
赤
銅
七
々
子
地
に
伊
勢
海
老
と
蛤
を
金
紋
で

置
く
。
大
き
な
海
老
の
頭
胸
甲
殻
に
は
し
っ
か
り
と
棘と
げ

を
彫

り
、
ま
っ
す
ぐ
な
触
覚
の
硬
い
殻
や
尾
な
ど
を
丁
寧
に
毛
彫

す
る
。
対
照
的
に
蛤
は
ツ
ル
ツ
ル
で
丸
み
を
帯
び
た
金
紋
。

蛤
は
殻
合
わ
せ
の
特
徴
か
ら
夫
婦
和
合
の
象
徴
と
さ
れ
る
。

正
月
・
慶
事
の
席
に
供
す
る
伊
勢
海
老
に
、
蛤
を
組
合
わ
せ

た
図
で
、
め
で
た
い
婚
礼
を
表
し
て
い
る
。

　

柳
川
直
光
は
享
保
18
年
に
奥
州
相
馬
で
白
金
師
の
子
と
し

て
生
ま
れ
た
。
18
歳
の
時
に
江
戸
へ
上
り
柳
川
直
政
に
入
門
。

の
ち
養
嗣
子
と
な
り
柳
川
姓
を
名
乗
り
、
直
政
の
没
後
に
家

業
を
継
承
し
て
柳
川
家
二
代
目
と
し
て
活
躍
す
る
。
師
の
直

政
の
嫡
孫
・
直
春
が
幼
少
で
あ
っ
た
の
で
後
見
を
つ
と
め
、

ま
た
多
く
の
子
弟
を
養
成
し
、
柳
川
派
の
発
展
の
礎
を
築
い

た
。
文
化
五
年
に
76
歳
で
没
。
作
は
柳
川
式
の
赤
銅
七
々
子

地
に
高
彫
色
絵
や
金
紋
の
工
法
で
花
鳥
ほ
か
を
描
く
が
、
人

物
は
彫
ら
な
い
。
本
作
も
金
紋
を
高
く
彫
り
、
堅
実
巧
妙
、

保
存
よ
く
豪
華
な
品
で
あ
る
。
江
戸
中
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
万
円

伊
勢
海
老
に
蛤
は
ま
ぐ
り

図
　
赤
銅
七
々
子
地
　
金
紋
　
金
小
縁
　
裏
哺
金
時し
ぐ
れ
や
す
り

雨
鑢

小
柄
　
春は
る
あ
き明
法
眼
（
花
押
）〈
棟
銘
〉

蜘く

も蛛
図　

赤
銅
磨
地　

高
彫　

金
・
銀
象
嵌
色
絵　

裏
・
金
削
継
ぎ
翁
鑢　

　

鏡
の
よ
う
な
赤
銅
磨
地
に
蜘
蛛
を
一
匹
、
据
文
式
の
高
彫

で
銀
色
絵
す
る
。
腹
か
ら
出
し
た
長
く
強
靭
な
蜘
蛛
の
糸
を

高
彫
し
、
厚
く
金
色
絵
す
る
。
目
を
金
点
象
嵌
し
、
腹
部
の

模
様
を
金
色
絵
。

　

河
野
春
明
は
天
明
七
年
に
生
ま
れ
、
14
歳
の
時
に
柳
川
直

春
家
に
入
門
し
た
。
文
化
年
間
か
ら
春
明
と
名
乗
る
。
居
宅

は
江
戸
の
本
所
付
近
で
あ
っ
た
が
、
東
北
に
出
張
製
作
し
晩

年
は
越
後
へ
赴
き
安
政
四
年
新
潟
で
没
。
享
年
71
歳
。
江
戸
、

ま
た
東
北
・
越
後
で
各
地
の
工
人
と
交
流
ま
た
育
成
を
し
た
。

作
風
は
、
初
め
柳
川
派
の
流
儀
を
基
に
赤
銅
地
に
高
彫
色
絵

で
人
物
・
風
景
・
花
鳥
を
精
巧
確
実
に
彫
っ
て
お
り
後
藤
家

を
目
標
と
し
た
よ
う
だ
。
後
半
は
技
法
・
題
材
と
も
自
由
奔

放
に
広
が
っ
て
、
一
種
近
代
的
な
様
式
を
確
立
す
る
。
江
戸

後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
江
戸
金
工
の
巨
匠
の
一
人
と
い

え
る
。
本
作
も
そ
の
作
例
で
、
蜘
蛛
の
下
に
は
裏
の
句
﹁
春

風
や
蜘
の
…
﹂
に
続
く
三
文
字
を
彫
っ
て
い
る
。
光み
つ
む
ら村

利り

藻そ
う

氏
旧
蔵
品
の
一
つ
。
江
戸
後
期
~
幕
末
。

　
　
　
　

龍り
ゅ
う
し
ど
う

獅
堂
二
重
箱
入
り
（
隆
雄
箱
書
）

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付
　
　
七
十
五
万
円

棟
銘
拡
大
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縁
頭
　
美
濃
住
　
光み

つ
な
か仲

秋
草
に
虫
図
　
赤
銅
地
　
深
彫
　
金
色
絵
　
素
銅
象
嵌

　

赤
銅
地
を
深
く
鋤
下
げ
、
秋
草
と
秋
虫
を
高
く
彫
り
出
す
。

秋
草
は
菊
・
桔き
き
ょ
う梗
・
笹さ
さ
り
ん
ど
う

竜
胆
・
薄す
す
き、
秋
虫
は
ギ
ョ
ロ
目
の
カ

マ
キ
リ
に
長
い
触
覚
の
鈴
虫
、
長
肢
の
蟋こ
お
ろ
ぎ蟀

で
、
そ
れ
ぞ
れ

金
性
を
変
え
た
金
色
絵
を
施
し
、
小
さ
く
葉
な
ど
は
素
銅
と

し
て
い
る
。
地
面
を
垂
直
に
深
く
鋤
下
げ
る
美
濃
彫
独
特
の

深
彫
と
呼
ば
れ
る
技
法
を
全
面
に
駆
使
し
、
加
え
て
天
井
板

と
小
縁
も
金
色
絵
を
施
す
な
ど
、
た
い
へ
ん
華
や
か
な
縁
頭

で
あ
る
。

　

光
仲
は
吉
長
・
光
伸
・
光
暁
と
と
も
に
江
戸
中
期
の
美
濃

彫
を
代
表
す
る
工
。
彫
り
口
深
く
高
彫
金
色
絵
を
多
用
し
た

作
で
知
ら
れ
る
。
美
濃
彫
に
は
あ
る
こ
と
だ
が
、
あ
ま
り
に

も
深
く
彫
り
す
ぎ
た
た
め
地
が
抜
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

今
回
も
一
ヶ
所
見
ら
れ
る
。
本
作
は
金
の
色
合
い
が
華
や
か

で
、
彫
り
口
も
く
っ
き
り
、
擦
れ
の
な
い
優
品
で
あ
る
。
江

戸
中
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
九
万
五
千
円

刃
長
四
寸
七
分
（
14
・
３
㎝
）
全
長
21
・
７
㎝

　

東
京
都
無
形
文
化
財
保
持
者
の
吉
原
義
人
刀
匠
に
よ
る
小
刀
で
、
ふ
つ
う
の
小
刀
よ
り
は
一
ま
わ
り
ほ
ど
大
き
く
造
ら
れ
、

厚
み
も
や
や
あ
る
。
表
に
不
動
明
王
の
長
梵
字
、
裏
に
草
の
倶く

り

か

ら

利
迦
羅
を
力
強
く
キ
リ
ッ
と
彫
り
、
作
刀
だ
け
に
お
さ
ま
ら
な

い
師
の
技
量
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
地
鉄
、こ
ま
か
い
柾
目
鍛
え
が
小
板
目
風
に
錬
れ
て
つ
み
、地
沸
こ
ま
か
に
つ
く
。
刃
文
、

浅
い
波
形
の
互
ノ
目
を
ゆ
っ
た
り
と
連
ね
て
足
が
入
り
、
匂
い
出
来
で
刃
縁
が
締
ま
り
ご
こ
ろ
に
明
る
く
輝
く
。
帽
子
、
焼
き

深
く
、
の
た
れ
込
ん
で
先
き
尖
り
気
味
、
返
り
は
長
め
。
な
お
本
作
は
、
鎺は
ば
きも

白
鞘
も
ご
自
身
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
銅
一
重
鎺
（
棟
に
金
色
絵
）
白
鞘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
箱
つ
き
（
令
和
二
年
）
　
　
三
〇
万
円

小
刀
　
小
鍛
冶
義よ

し

人と

　
彫
同
作
（
現
代
─
東
京
都
）
令
和
二
年
の
作

義
人
師
の
箱
書
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全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差

	
〈
葵
紋
〉
以
南
蛮
鉄
於
武
州
江
戸
越
前
康や
す
つ
ぐ継

	
	

（
寛
永
―
江
戸
）

	
	

	

江
戸
初
期
　
約
三
九
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
一
尺
四
寸
七
分
強
（
44
・
６
㎝
）
反
り
四
分

元
巾
一
寸
一
分
七
厘
　
先
巾
九
分
九
厘
　
重
ね
二
分
五
厘

　

身
巾
広
く
、
元
先
の
巾
差
少
な
く
大
切
先
、
重
ね
も
厚
い

豪
快
な
姿
の
脇
差
で
、
表
に
倶く

り

か

ら

利
迦
羅
、
裏
に
は
阿
弥
陀
如

来
像
を
力
強
い
鏨
で
刻
し
て
い
る
。
地
鉄
、
板
目
に
杢
を
交

え
て
や
や
肌
立
ち
、
地
沸
が
微
塵
に
厚
く
つ
き
地
景
入
る
。

刃
文
、
焼
き
巾
の
あ
る
の
た
れ
に
小
互
ノ
目
や
尖
り
調
の
刃

を
交
え
、
小
沸
よ
く
つ
き
匂
い
深
く
、
処
々
に
金
筋
・
砂
流

し
か
か
る
。
帽
子
、
焼
き
深
く
、
浅
く
の
た
れ
て
先
き
掃
き

か
け
て
小
丸
。

　

二
代
康
継
は
初
代
康
継
の
嫡
子
で
、
二
代
将
軍
秀
忠
か
ら

は
江
戸
に
屋
敷
を
賜
り
、
越
前
で
は
藩
主
・
松
平
忠
昌
に
よ

り
初
代
に
給
わ
っ
た
四
十
石
に
二
百
石
が
加
増
さ
れ
る
な
ど

破
格
の
厚
遇
を
受
け
て
い
た
。
作
域
は
初
代
康
継
の
風
を
受

け
継
ぎ
上
手
で
あ
り
、
本
作
は
慶
長
期
の
時
代
的
特
色
を
よ

く
示
し
、
巾
広
で
か
つ
、
豪
壮
な
姿
態
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
彫
物
も
二
代
康
継
の
特
色
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
も
の
で
、

彫
り
口
が
深
く
、
神
仏
に
の
っ
と
り
完
成
度
の
高
い
立
派
な

も
の
で
さ
ら
に
価
値
を
高
め
て
い
る
。
昨
年
の
重
刀
指
定
の

名
品
で
あ
る
。

　

金
着
一
重
鎺　

白
鞘　

本
間
薫
山
博
士
鞘
書
あ
り

　
『
刀
剣
美
術
』
令
和
３
年
６
月
号
所
載

　

重
要
刀
剣
（
令
和
３
年
・
第
67
回
）
　
　
六
五
〇
万
円

（
二
代
）
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脇
差
　
青
龍
軒
盛も
り
と
し俊
造
之
　
文
久
二
年
壬
戌
二
月
日

　
　
　
弥
山
大
権
現
宝
剣
　
彫
同
作
　
行
年
六
十
一
歳

	

（
幕
末
─
周
防
）
一
六
〇
年
前

平
造
り
　
刃
長
一
尺
一
寸
三
分
強

（
34
・
３
㎝
）
反
り
二
分
　
元
巾

一
寸
四
厘
　
先
巾
七
分
七
厘
　
重

ね
二
分
三
厘

　

平
造
り
に
身
巾
の
あ
る
小
脇
差
で
、
先
反
り
つ
き
、
重
ね

あ
っ
て
シ
ッ
カ
リ
と
す
る
。
彫
物
が
価
値
を
一
段
と
高
め
て

お
り
、
表
に
梵
字
と
火
焔
不
動
の
立
像
、
裏
に
梵
字
・
護
摩

箸
・
蓮
台
を
彫
る
。
地
鉄
、
板
目
が
大
き
め
に
錬
れ
て
肌
目

が
立
ち
、
小
沸
よ
く
つ
く
。
刃
文
、
焼
き
高
め
の
互
ノ
目
が

直
ぐ
調
に
並
び
、
沸
よ
く
つ
い
て
足
が
入
り
細
か
い
砂
流
し

か
か
る
。
帽
子
、
互
ノ
目
か
ら
小
丸
、
返
り
長
く
焼
下
げ
る
。

　

盛
俊
は
防
州
岩
国
藩
工
。
岩
国
藩
は
長
州
萩
の
支
藩
。
初

め
岩
国
の
甲
冑
師
に
学
び
、
刀
工
を
志
し
、
天
保
八
年
に
江

戸
の
長
運
斎
綱
俊
に
入
門
、
ま
た
固
山
宗
次
に
も
つ
い
た
。

師
の
綱
俊
は
よ
ほ
ど
盛
俊
を
信
用
し
た
も
の
か
、
の
ち
子
の

是
俊
を
遠
く
盛
俊
の
岩
国
ま
で
送
り
修
業
さ
せ
た
と
い
う
。

慶
応
三
年
66
歳
で
没
。
本
作
は
盛
俊
の
傑
作
脇
差
。
銘
に
神

号
が
入
り
彫
同
作
銘
も
入
る
。
そ
の
彫
り
と
は
不
動
明
王
の

こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
ま
こ
と
に
真
摯
で
、
盛
俊
の
信
仰
心
に

裏
付
け
ら
れ
た
作
品
で
、
た
い
へ
ん
貴
重
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
七
十
五
万
円

●
次
頁
に
続
く

彫物原寸



2222

全
身
を
除
い
て
原
寸

●
前
頁
・
盛
俊
の
刃
文
・
全
身

刀
　
越
前
守
助す

け
ひ
ろ広

　
　
寛
文
七
年
二
月
日

（
江
戸
前
期
―
大
坂
）
三
五
五
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
三
寸
（
69
・
７
㎝
）　
反
り
四
分
三
厘

元
巾
一
寸
一
分
二
厘
　
先
巾
七
分
五
厘
　
重
ね
二
分
五
厘

　

定
寸
に
反
り
や
や
浅
く
、
元
身
巾
タ
ッ
プ
リ
で
中
切
先
も

シ
ッ
カ
リ
、
重
ね
厚
く
重
量
が
あ
り
、
健
全
で
力
強
い
姿
。

地
鉄
、
小
杢
目
が
錬
れ
て
つ
み
、
地
沸
厚
く
つ
い
て
地
景
の

入
る
最
良
の
鍛
え
で
、
大
坂
地
鉄
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

刃
文
、
ビ
シ
ッ
と
し
た
太
直
刃
、
刃
縁
の
小
沸
は
線
を
引
く

よ
う
に
美
し
く
、
処
々
小
足
入
り
、
ま
た
二
重
刃
が
か
る
と

こ
ろ
や
、
葉よ
う

が
き
れ
い
に
並
ん
だ
り
し
冴
え
る
。
帽
子
、
焼

き
深
く
、
直
ぐ
に
小
丸
で
先
き
掃
き
か
け
る
。

　

大
坂
新
刀
の
雄
・
越
前
守
助
広
は
若
い
時
か
ら
声
望
高
く
、

濤と
う
ら
ん瀾

刃
を
生
み
出
す
五
、六
年
前
の
30
歳
ご
ろ（
寛
文
六
年
）

に
は
声
価
は
す
で
に
定
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
本
作
の
寛
文

七
年
に
は
、
助
広
は
幕
府
の
要
職
で
あ
る
大
坂
城
代
・
青
山

因
幡
守
宗
俊
に
召
抱
え
ら
れ
、
銘
に
津
田
を
冠
す
る
よ
う
に

な
る（
31
歳
）。
今
回
の
作
は
津
田
を
冠
し
て
な
い
同
年
二
月

日
の
銘
で
、
召
し
抱
え
ら
れ
る
寸
前
の
作
で
あ
る
。
助
広
の

濤
瀾
乱
れ
は
名
高
い
が
、
そ
れ
と
は
別
に
本
作
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
直
刃
も
非
常
に
巧
み
で
あ
り
、
同
地
大
坂
の
井
上
真

改
の
直
刃
と
双
璧
で
あ
る
。
本
作
は
姿
よ
く
、
地
刃
に
優
れ
、

助
広
前
期
の
傑
作
の
一
振
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
六
五
〇
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸
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刀
　
源
正ま
さ

雄お

　
安
政
六
年
八
月
日
　

　
　
為
西
野
源
祐
寿
嘱

　
　
　
　
以
蝦え

ぞ

ち

夷
地
知し
り
き
し
な
い

岸
内
沙
鉄
造
之

（
幕
末
─
江
戸
）
一
六
三
年
前

全
身
を
除
い
て
原
寸

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
三
寸
二
分
半
（
70
・
５
㎝
）
反
り
六
分

三
厘
　
元
巾
一
寸
五
厘
　
先
巾
七
分
九
厘
　
重
ね
二
分
四
厘

　

定
寸
に
身
巾
広
め
、
反
り
深
め
に
先
巾
も
落
ち
ず
中
切
先

が
延
び
、
鎬
高
く
重
ね
厚
く
、
凛
と
し
た
健
全
な
姿
。
地
鉄
、

小
板
目
に
柾
が
交
じ
っ
て
よ
く
つ
み
、
地
沸
厚
く
つ
き
、
地

景
入
る
。
刃
文
、
焼
き
高
く
浅
い
互
ノ
目
が
連
な
っ
て
並
び
、

小
沸
出
来
で
刃
縁
に
砂
流
し
さ
か
ん
に
か
か
り
、
金
筋
も
入

り
、
足
が
短
く
入
る
。
元
は
直
ぐ
焼
出
し
と
な
る
。
帽
子
、

一
枚
風
に
焼
き
深
く
、
掃
き
か
け
て
小
丸
に
返
る
。

　

人
気
の
清
麿
一
門
の
優
刀
で
あ
る
。
正
雄
は
美
濃
出
身
で
、

江
戸
に
出
て
清
麿
門
に
入
る
。
門
下
生
の
中
で
は
先
輩
格

で
、
同
門
の
栗
原
信
秀
や
清
人
が
の
ち
に
清
麿
伝
と
は
別
の

作
風
の
刀
も
作
っ
た
の
に
対
し
、
正
雄
は
終
始
清
麿
風
で
あ

る
。
安
政
五
年
か
ら
万
治
元
年
の
三
年
間
は
箱
館
に
渡
っ
て
、

そ
の
地
の
砂
鉄
で
鍛
刀
し
た
。
当
時
、
江
戸
幕
府
で
は
、
ロ

シ
ア
の
北
方
か
ら
の
侵
出
に
備
え
て
箱
館
奉
行
に
命
じ
、
五

稜
郭
の
築
城
工
事
の
真
最
中
だ
っ
た
。
正
雄
は
、
北
方
か
ら

の
脅
威
に
備
え
て
、
五
稜
郭
の
お
城
備
え
刀
を
鍛
造
す
る
た

め
幕
府
か
ら
招
か
れ
渡
島
し
た
に
違
い
な
い
。
幕
府
は
当
時
、

箱
館
の
東
隣
の
尻
岸
内
町
の
古
武
井
に
溶
鉱
炉
を
建
設
し
、

付
近
の
砂
鉄
を
も
っ
て
盛
ん
に
製
鉄
を
し
て
い
た
。
本
作
も

そ
の
鉄
で
正
雄
が
作
刀
し
た
一
振
で
あ
る
。
そ
れ
を
証
す
る

添
え
銘
に
為
銘
を
加
え
、
中な
か
ご心
は
今
切
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘　

佐
藤
寒
山
博
士
鞘
書
あ
り

　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
三
六
〇
万
円
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●
次
頁
に
続
く

刀
　
義よ

し

人と

　
　
平
成
壬
申
歳
六
月
（
平
成
四
年
）

（
現
代
―
東
京
都
）
三
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
四
寸
七
分
半
（
74
・
９
㎝
）
反
り
八
分

元
巾
一
寸
一
分
　
先
巾
八
分
二
厘
　
重
ね
二
分
六
厘

　

長
寸
で
身
巾
広
く
、
重
ね
厚
く
、
反
り
深
く
つ
い
て
中
切

先
が
延
び
、
表
裏
に
棒
樋
を
掻
き
流
し
た
キ
リ
ッ
と
し
た
姿
。

地
鉄
、
小
板
目
が
よ
く
錬
れ
て
つ
み
、
地
沸
よ
く
つ
き
、
樋

に
沿
っ
て
映
り
が
立
つ
。
刃
文
、
小
沸
づ
い
た
焼
き
の
高
い

丁
子
乱
れ
に
重
花
丁
子
を
交
え
、
刃
中
に
足
・
葉
よ
く
入
り
、

匂
い
も
深
く
、
逆
が
か
る
丁
子
も
交
え
て
華
や
か
。
帽
子
、

焼
き
深
く
乱
れ
込
み
、
尖
り
ぎ
み
に
返
る
。

　

現
代
刀
匠
・
吉
原
義
人
師
の
豪
刀
で
あ
る
。
義
人
師
は
昭

和
18
年
生
ま
れ
、
弟
の
国
家
氏（
前
銘
・
荘
二
）と
と
も
に
祖

父
国
家
か
ら
作
刀
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
43
年
に
は
新
作
名

刀
展
に
初
出
品
し
て
努
力
賞
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
有
力
な

賞
を
数
々
受
け
、
約
三
十
年
前
の
57
年
に
新
作
刀
展
に
お
い

て
無
鑑
査
指
定
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
活
躍
は
華
々
し

く
、
相
変
わ
ら
ず
の
現
代
刀
の
第
一
人
者
で
、
テ
レ
ビ
に
雑

誌
に
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
す
る
機
会
は
現
代
刀
匠
中
で
も
断
ト

ツ
で
あ
る
。
本
作
は
49
歳
の
華
や
か
元
気
な
時
の
作
品
で
、

明
る
さ
が
満
ち
満
ち
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

上
蓋
金
無
垢
・
下
蓋
赤
銅
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　
　

共
箱
つ
き
　
　
三
〇
〇
万
円
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●
前
頁
・
義
人
の
全
身

全
身
を
除
い
て
原
寸

太
刀
　
宮
入
行ゆ
き
ひ
ら平
作

　
　
　
昭
和
四
十
九
年
春
日

（
昭
和
―
長
野
県
）
四
八
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
四
寸
八
分
（
75
・
１
㎝
）
反
り
八
分
強

元
巾
一
寸
一
分
　
先
巾
八
分
六
厘
　
重
ね
二
分
四
厘

　

長
寸
で
身
巾
広
め
、
元
先
の
巾
差
少
な
く
、
重
ね
厚
く
、

反
り
深
く
つ
い
て
大
切
先
が
力
強
く
延
び
、
表
裏
に
丸
留
め

の
棒
樋
を
掻
き
手
応
え
十
分
。
地
鉄
、
板
目
よ
く
錬
れ
て
小

板
目
が
か
り
、
地
景
こ
ま
か
に
入
り
地
沸
つ
い
て
精
美
な
肌

合
い
と
な
る
。
刃
文
、
浅
い
互
ノ
目
を
連
ら
ね
、
小
沸
よ
く

つ
き
匂
い
深
く
、
刃
中
に
太
い
足
が
よ
く
入
る
。
帽
子
、
浅

い
互
ノ
目
で
焼
き
高
く
、
先
き
沸
づ
き
掃
き
か
け
て
返
る
。

　

宮
入
行
平（
昭
和
48
年
以
前
は
昭
平
）は
大
正
二
年
長
野
県

坂
城
町
の
生
ま
れ
。
昭
和
12
年
に
上
京
し
て（
24
歳
）東
京
・

赤
坂
氷
川
町
の
栗
原
昭
秀
の
日
本
刀
鍛
錬
伝
習
所
に
入
門
。

戦
後
、
昭
和
30
年
の
第
一
回
の
新
作
刀
技
術
発
表
会
で
高
橋

貞
次
と
並
ん
で
特
賞
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
連
続
し
て
特
賞

を
獲
得
し
、
38
年（
50
歳
）に
重
要
無
形
文
化
財（
人
間
国
宝
）

に
認
定
さ
れ
た
。
多
く
の
弟
子
を
養
成
し
、
苦
労
を
共
に
さ

れ
た
夫
人
に
先
立
た
れ
、
昭
和
52
年
に
64
歳
で
没
。
本
作
は

人
間
国
宝
指
定
後
の
作
品
で
、
当
時
は
穏
や
か
な
互
ノ
目
が

適
度
に
高
低
を
つ
け
る
作
風
が
多
い
。
大
切
先
の
姿
は
よ
く
、

ビ
ン
と
し
て
力
強
く
傑
作
の
一
振
で
あ
る
。

　
　
　
　

昭
和
49
年
『
第
10
回
人
間
国
宝
新
作
展
』
所
載

　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘
　
　
四
〇
〇
万
円

反
り
深
く
つ
い
て
大
切
先
が
力
強
く
延
び
、
表
裏
に
丸
留
め

坂
城
町
の
生
ま
れ
。
昭
和
12
年
に
上
京
し
て（
24
歳
）東
京
・

赤
坂
氷
川
町
の
栗
原
昭
秀
の
日
本
刀
鍛
錬
伝
習
所
に
入
門
。

人
間
国
宝
指
定
後
の
作
品
で
、
当
時
は
穏
や
か
な
互
ノ
目
が

適
度
に
高
低
を
つ
け
る
作
風
が
多
い
。
大
切
先
の
姿
は
よ
く
、

ビ
ン
と
し
て
力
強
く
傑
作
の
一
振
で
あ
る
。

全
身
を
除
い
て
原
寸
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短
刀
　
岩
井
鬼き

晋し
ん
ま
ろ
ま
さ
と
し

麿
正
俊
　
万
延
元
八
月
日

　
　
　
於
上
総
鶴
牧
　
赤
心
報
国

（
幕
末
―
江
戸
）
一
六
二
年
前

平
造
り
　
刃
長
八
寸
一
分
強
（
24
・
６
㎝
）
反
り
わ
ず
か
　

元
巾
九
分
八
厘
　
先
巾
六
分
七
厘
　
重
ね
三
分
一
厘

　

大
ぶ
り
の
重
ね
ご
く
厚
い
短
刀
で
、
身
巾
が
あ
っ
て
反
り

わ
ず
か
、
表
裏
に
腰
樋
を
深
く
刻
し
た
無
骨
な
造
り
込
み
。

地
鉄
、
小
板
目
が
錬
れ
、
肌
立
つ
杢
目
を
交
え
、
地
沸
が
微

塵
に
つ
く
。
刃
文
、
大
き
な
互
ノ
目
が
高
ま
り
棟
焼
と
つ
な

が
る
と
い
う
刃
文
で
、
沸
よ
く
つ
き
匂
い
が
と
て
も
深
く
、

足
入
り
、
刃
縁
に
こ
ま
か
い
金
筋
か
か
る
。
帽
子
、
焼
き
深

く
棟
焼
に
つ
な
が
る
。（
写
真
で
は
棟
焼
き
が
強
く
写
っ
て

い
ま
す
が
実
物
は
こ
れ
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

鬼
晋
麿
正
俊
は
高
い
身
分
の
出
で
、
文
化
11
年
下
総
関
宿

城
主
・
久
世
広
運
の
八
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
の
ち
旗
本
・

岩
井
家
の
養
子
と
な
り
江
戸
に
住
む
。
細
川
正
義
、
直
胤
に

学
び
、
さ
ら
に
清
麿
に
つ
き
、
そ
の
後
、
清
麿
門
下
の
源
正

雄
に
学
び
、
清
麿
一
門
の
一
人
と
し
て
人
気
が
高
い
。
本
作

は
姿
・
刃
文
に
清
麿
一
門
の
特
色
が
出
て
迫
力
が
あ
り
、
ま

た
中な
か
ご心

一
杯
に
き
っ
た
銘
は
気
持
よ
い
。
裏
銘
の
鶴
牧
と
は

江
戸
後
期
に
立
藩
し
た
水
野
家
一
万
五
千
石
。
城
は
な
く
陣

屋
で
、
千
葉
市
と
木
更
津
市
の
間
の
海
岸
線
の
椎
津
村
に
あ

っ
た
。
少
し
遠
い
が
、
ま
だ
元
気
で
行
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
年
後
の
元
治
二
年
52
歳
で
没
。
拵
は
中
身
に
合
わ
せ
変

わ
っ
た
作
で
、
鞘
は
ご
く
太
く
荒
石
目
塗
。
縁
頭
・
小
尻
は

鉄
の
同
作
、
鐔
は
幕
末
の
東
竜
斎
風
、
返
り
と
馬
針
を
欠
く

が
、
い
か
に
も
幕
末
の
風
雲
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

素
銅
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
七
〇
万
円

●
ウ
ラ
表
紙
に
続
く
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黒
荒
石
目
塗
鞘
短
刀
小
さ
刀
拵　
︿
縁
頭
・
小
尻
﹀
網

に
桜
花
び
ら
図　

鉄
地　

銀
布
目
象
嵌　

真
鍮
象
嵌　
︿
目

貫
﹀
桐
紋
三
双　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵　
︿
鐔
﹀
虫
食

み
雀
図　

鉄
地　

撫
角
形　

高
彫　

金
色
絵　

土
手
耳　

︿
小
柄
﹀
黒
檀
製　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
糸
巻
（
拵
の
総
長　

四
二
・
五
㎝
）

●
前
頁
・
正
俊
の
全
身
・
拵

日
本
刀
﹁
現
存
の
優
品
﹂
○94

令
和
４
年
７
月
１
日
　
発
行
　
発
行
所
／
㈱
刀
剣
柴
田
〒
１
０
４
・
０
０
６
１

東
京
都
中
央
区
銀
座
５
│

６
│

９

電
話
番
号
／
０
３
│

３
５
７
３
│

２
８
０
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
│

３
５
７
３
│

２
８
０
４ ３軒となりに引越しました。（今年３月に）

旧ビル建替えのため10ｍ先の１階・地階に新装開店です。
新しい店は気持ちよいです。即売会にお越しください。

郵便番号・電話番号・Fax などに変更はありません。

移転しました。新店オープン！

〒１０４─００６１東京都中央区銀座５─６─９ １階と地下
（旧店の５─６─８の最後の「８」が「９」になりました。）

１階の内部

地下の展示室

すずらん通りから見た新店舗１階の外観


